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中国山東半島東部の海岸植生とフロ

　　　　　　荒　金　正　憲
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Coastal Communities and Flora of Eastern Shandong Peninsula，China

　　　　　　　　　　　　　　MasanoriARAKANE

　　The vegetation and the flora of coastal communities in eastern Shandong Peninsula in China were

investigated.

　　As a result, 5 coast bluff plant communities, 12 sand dune plant communities and 7 coast marshy plant

communities were found.

　　ln the coast bluff lignosa communities, ﾉｪ)細ｓ必蝕砂洲９治and Qwyc扨sd匹吊talormed subtree layer

or shrub layer， and Pim4s thM励e瑶ii and Ｒ油緬沁抑四do－acas毎were found in other place except for

subtree layer and shrub layer.

　　Many herb plants includin・ Ａｎ４Ｍｄ泌ｄ硲削yta were found in the grassland at the coast, and fruticeta

induding Zi絢)hsj司油awere also found. Sand dune plant communities which were similar to those in

Japan were mainly herb plant communities except foｒｖ雨x yotund面ｈ　community.Salt marshy

communities includinｇＰ旨昭ｍ汝s austMliscommunity and S犯認da glaMcα community were observed in

the coast marshy plant communities.

　　61 families which included 276 species of plants were recognized in this coast. 60.9％of these species

were in common with the plants in Kyushu， and 5.4％of the species were in common with the plants in

Japan except for Kyusyu. 33.7％of the species were only found in China.

はじめに

　1992年８月，中国山東半島東部の炳台市，威

海市，栄成市，南陽県及び遼東半島天運市の海

岸植生を観察することができた。植物社会学的

研究の結果，この一帯の海岸断崖植物群落で５

群落，砂丘植物群落で12群落，塩湿地などの湿

地植物群落で７群落を確認した。

　今回の調査行に際しては，炳台市の人民政府

外事弁公室の方々を始め，各市・県の政府外事

弁公室の方々に現地の案内や観察の援助等を頂

き大変お世話になった。植物の鑑定に当たって

は，鹿児島大学名誉教授初島住彦先生に懇切な

ご教示を賜った。ここに厚く謝意を表する。

　　　　　　　　調査及び整理

＜調査地＞中国の東北部海岸，慟海及び黄海に

面する天運市，山東半島の北東部にある個台市

と威海市，半島の東側に位置する栄成市から半

島の南側の南陽県を回り，海岸断崖や砂丘の植

生，塩湿地などの湿地植生などを観察した。こ

れらの調査地は，およそ北緯36°から北緯39°

の範囲にあって，日本においては中部地方・関

東地方の中北部から東北地方の中部付近にあた

る。主な観察地は図１．に示す通りである。

　天運市の海岸や山東半島北東側の調査地芝旱

１
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図１．植生調査地

Fig.1｡Map showing the research areas.

島や劉公島の海岸断崖では，前古生代や原生代

震旦系の古い地質時代の露頭もみられ，顕著な

侵食海崖となっている。また，砂丘海岸も介在

し，央河河口などでは塩湿地もみられた。半島

の東端及び南側での調査地は，ほとんど中生代

燕雨期の花南岩を基盤とする海岸で，花圈岩の

岩山や断崖，あるいは砂丘が続く海岸となって

いる(山東省区域地質志:1982)。

　図２．は，天運(諧54'N，12F 38'E)並びに

青島(36°ばN，12()゜ 2o'E)の温雨図　Hyther-

graphである(資料は｢理科年表｣1993にょった)。

　この地方の年平均気温は11～13°C，年間降水

量は天運で659皿，青島で765mmで，乾燥環境に

ある。月平均気温10°C以上の連続する期間を植

物の生育期間とすると，生育期間は天運で６ヵ

月，青島で７ヵ月。冬季の月平均気温には氷点

が現れるようになり(人連では１月の月平均気温

は－5.1で)，この気候型では，常緑広葉樹林の生

育は極めて厳しく，落葉広葉樹林や乾燥草原が

発達する。海岸一帯は，常に乾燥環境にさらさ

れるが，特に，北側海岸では，冬季，北西の季

（
？
一
回
詞
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図２．中国の大達と青島の温雨図

Fig. 2. Hyther-graphs in DaHan and Qingdao，

　　　　China.

節風が卓越し，断崖他は著しい風衝他の環境に

あると推測される。一方，砂丘の背後端には。

しばしば湿地を生じ，河口などの塩湿地ととも

に海岸湿地植物群落が発達している。

＜外栗調査＞植生調査は,植生の均質部を選び，

階層ごとにその高さと植按察を求め，Braun-

Blanquetの階級を用いて出現した植物の按度

と群度とを測定した。また，地形などの環境も

併せて記録した。

＜群落組成夫＞海岸植生調査のうち，海岸断崖

地36調査他，海岸砂丘45調査他，塩湿地などを

含め海岸湿地24調査地について，それぞれ優占

度の大きさや種のあるなしを重視して植物群落

組成夫を組み，夫１．海岸断崖他植物群落組成

表，夫２．海岸砂丘植物組成夫及び夫３．湿地

植物群落組成夫を作成した。

中国山東半島の海岸植物群落

　今回の調査で，山東半島東部及び天運市の海

岸で，次の植物群落を認めた。

海岸断崖地植物群落

　１ａ．マンシュウアカマツーキタノガリヤス

　　　　群落



　１ ｂ． クロマツーヤマハギ群落

　２ ａ．ヤマナツメ群落

　２ ｂ．ヒメキリンソウ群落

　３ ａ．ハマヒルガオ群落

海岸砂丘植物群落

　４．ハマゴウ群落

　５．チガヤ群落

　６．ハマニンニク群落

　７ ａ．ヒメムカシヨモギ群落

　７ｂ． ギョウギシバ群落

　８．げョリュウの一種）群落

　９．コウボウムギ群落

　10.コオニシバ群落

　11.コウボウシバ群落

　３ｂ．ハマヒルガオ群落

　12.オカヒジキ群落

　13.モウコスナビキソウ群落

海岸湿地植物群落

　14.コウライヤナギーヨシ群落

　15.ヨシ群落

　16.ヒメガマ群落

　17.マンセンビシ（？）群落

　18.リョウトウマツナ群落

　19.マツナ群落

　20.ホソバアイアシ群落

海岸断崖地植物群落

Coast bluff Plant Communities

l a. マンシュウアカマツーキタノガリヤス群

　　　落

　　　P泌mt晶蛍α吋oymis-Calzzmagyostis tuy-

　　　Ｃｚ(ｎＵ筒ＯＷＵconllTlumty

l b. クロマツーヤマハギ群落

　　　Pim4s　th筒be塚ii一Ｌ司)�Ga　bic�oy

　　　community

　マンシュウアカマツーキタノガリヤス群落

は，人連市の南東に当たる棒様島，石植村の断

崖地上辺及びそれに続く尾根で観察した。マン

シュウアカマツを亜高木層，カシワを低木層，

キタノガリヤスを草本層の優占種とし，ほかに

キクバヒゴタイ，カセンソウなど９種の草本植

物を加えて区分種とする。この群落は，この一

３

ＢＪｄ毎回Ｂ伸餅Ｕ竃wys雨却竃oy C心服e，13(1994)

1(2ゐz4&2g/1)nﾀzis.C(2&2畑,2gmsfz‘s＆ｙｒ２αＭｊＭ６ｇｆｚ‘ ｃｏｍｍ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大連市石槽村

帯の海岸断崖では各所に残存し，この地域の潜

在自然林とみなされる。沿海地の樹林は，しば

しばマンシュウアカマツやカシワを欠落して草

原状の所が多く(おそらく皆伐状態になって)，それ

にクロマツやニセアカシアが植栽され，ときに

はカシワは残るが，ヤマハギやトダシバの優勢

なクロマツ群落となっている。このクロマツ群

落は,上記群落の区分種を欠落するようになり，

エノキウツギ，ヤマハギ，チョウセンニワフジ

の低木，オミナエシ，カワラサイコなど５種の

草本植物が，マンシュウアカマツーキタノガリ

ヤス群落と共通する常在種となって低木屑や草

本層を構成している。

　日本の東北地方の北部や三陸海岸では，クロ

マツに代ってアカマツが海岸林を構成すること

が知られ吠場:19陶(吉岡:1958)，北海道ではカ

シワを優占種とする海岸林吠場:7979)(伊藤:

1973)がみられる。また，日本海佐渡の海岸では

アカマツヲ含むカシワーミチノクホンモンスゲ

群集仲西:1985)が報告されており，このマンシ

ュウアカマツーキタノガリヤス群落はこれらと

同位の群落と考えられる。

２ａ． ヤマナツメ群落

　　　Zi絢)hs面前ａｃommunity

2 b. ヒメキリンソウ群落

　　　S�Mmmid面筒do壇ｉＧｍｍ community

　海岸断崖上やその上辺の急傾斜地の，日当た

りの良い風雨地に発達する低木林で，ヤマナツ

メ，オオバネムノキ，ハリグワなどの低木や多
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表４．調査地環境一覧

Table 4. Environment of Reseach Areas in China

番号 調査地番号 調　査　地 海抜高度
　(ｍ) 地　　形 傾斜方向 角度（゜） 日当り＊ 風刎＊＊ 上湿*＊＊

海

岸

断

崖

地

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

D B-03

DS-01

D S-05

D S-06

D S-03

D S-04

D S-02

D B-02

D B-01

XVM-01

1VM-02

RS-01

R C-01

RC-02

R C-03

R C-04

YZ-09

D B-04

Y C-06

Y C-07

XVY-01

Y Z-08

WY-04

XVL一〇2

YZ ･06

Y Z-07

D S-07

D S-08

Y Z-01

Y Z-03

YZ-05

XVL-01

R J -02

XVY-02

XVY-03

Y Z-04

大連市棒様島

大連市石槽村

大連市石槽村

大連市石槽村

大連市石槽村

大連市石槽村

大連市石槽村

大連市棒裡島

大連市棒種島

威海市棉花山

威海市棉花山

栄成市成山角

栄成市樵山

栄成市樵山

栄成市楯山

栄成市揃山

煙台市芝旱島

大連市棒種島

咽台市坦家

炳合市近家

威海市遠逼村

炳台市芝竿島

威海市遠逼村

威海市劉公島

個台市芝票島

炳台市芝旱島

大連市石槽村

大連市石楷村

炳台市芝旱島

炳台市芝早島

個台市芝早島

威海市劉公島

栄成市成山角

威海市遠逼村

威海市遠逼村

炳台市芝旱島

130

　60

　80

　80

　5

　5

　30

100

　80

　80

120

　40

　80

100

150

210

　50

　30

　4

　4

　15

　50

　15

　30

　5

　3

　20

　20

　5

　5

　3

　40

　30

　13

　5

　3

丘陵地尾根斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖岩鏡地

海岸断崖下辺斜面

海岸断崖上辺斜面

丘陵地尾根岩場

丘陵地上辺斜面

丘陵地山腹斜面

丘陵地山頂尾根

海岸断崖上辺斜面

岩山下辺斜面

岩山鞍部平地

岩山山頂付近斜面

岩山山頂斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸岬の上辺斜面

海岸小丘上辺斜面

海岸小丘上辺斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖斜面

海岸断崖下辺岩場

海岸断崖下辺岩鏡

小島の上辺平地

小島の断崖上辺斜面

海岸断崖下辺岩場

海岸断崖下辺岩場

海岸断崖下辺れき浜

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖上辺岩場

海岸断崖上辺斜面

海岸断崖岩鏡地

海岸断崖下辺れき浜

S401V

N60E

S70E

N20E

N70E

S70E

N50E

N401V

S60W

S25E

N10W

S20E

N50E

N50XV

N401V

N50E

S80W

N10E

S

N70E

S50E

N50W

N20W

N

N20XV

N20へV

N

N80E

N10XV

N101V

S20E

N60XV

N60E

　5

20

60

3()

30

60

30

50

20

20

20

20

20

　－

　5

　3

30

30

20

20

60

20

30

50

70

30

　－

20

60

80

40

50

　5

30

30

　－

陽

陽

陽

陽

陽

陽

中陰

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

中陰

中陰

中陰

　陽

　陽

中陰

中陰

　陽

　陽

　陽

　陽

中陰

　陽

強

強

強

強

中

強

強

強

強

強

強

強

中

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

中

強

適

適

乾

適

適

適

適

乾

適

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

適

乾

適

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

適

乾

海

岸

砂

丘

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

XVY-05

へVY-06

1VY-09

H F-19

YS-13

Y S-01

YS-14

R T-01

H F-01

Y C-08

Y C-03

Y C-05

RT--06 ，

Y S-16

R T-05

H F-08

Y S-09

威海市遠逼村

威海市遠逼村

威海市遠逼村

海陽県風城

炳台市牲利西村

個台市脛利西村

炳台市詮利西村

栄成市桃園

海陽県風城

炳台市近家

炳台市近家

炳台市近家

.6栄成市桃園

炳台市註利西村

栄成市桃園

海陽県風城

炳台市畦利西村

３

３

２

２

２

２

２

５

３

３

２

４

２

１

２

３

２

海岸砂丘斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺平地

海岸砂丘上辺平地

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺平地

海岸付近の畑の畦

海岸沿いの道端

海岸沿いの空き地

海岸沿いの空き地

海岸沿いの空き地

海岸砂丘上辺平地

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺平地

Ｎ２０ＸＶ

Ｎ４０Ｅ

Ｎ４０Ｅ

Ｎ１０Ｅ

Ｓ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｅ

　　　３

　　　２

　　　５

　　　－

　　　一

　　　３

　　　－

　　　５

　　　－

　　　２

　　　２

．５

　　１０

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

乾

８
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番号 濁点地番号 調　査　他 海抜高度
　(ｍ)

地　　形 傾斜方向 角度Ｃ） 日当り＊ 風削＊＊ 土湿*＊＊

海

岸

砂

丘

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

Y S-10

盾7Y-07

WY-10

HF-02

HF-07

HF09

H F-10

11F 1!

YS-04

H F-15

Y J -04

Y S -02

Y S -12

WY-08

H F-06

HF 20

H F-05

H F-22

RT 04

HF03

H F-04

11F-18

YS 03

YS 08

YS 05

Y S-06

Y S-07

Y S-15

炳台市註利西村

威海市遠遥村

威海市遠混村

海陽県風城

海陽県風城

海陽県風城

海陽県風城

海陽県風城

炳台市詮利西村

海陽県風城

炳台市央河

炳台市畦利西村

炳台市註利西村

威海市遠逞村

海陽県風城

海陽県風城

海陽市風城

海陽市風城

栄成市桃園

海陽県風城

海陽市風城

海陽市風城

炳台市牲利西村

炳台市畦利西村

個台市脛利西村

個台市牲利西村

炳台市脛利西村

炳台市註利西村

２

２

１

２

３

３

２

２

１

２

０

２

２

２

２

２

２

２

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

海片ﾓ背後地平地

海岸砂丘斜面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘背斜面

海岸砂丘背斜面

海岸砂丘上辺斜面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘背後地湿地

河口塩湿地

海岸砂庄上辺平地

海岸砂丘背後地平地

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘背後地斜面

海岸砂丘上辺平地

海岸砂丘上辺平地

海岸砂丘上辺絆面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂庄下辺斜面

海岸砂丘斜面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘下辺平地

海岸砂丘下辺平地

海岸砂丘下辺斜面

海岸砂丘下辺斜面

Ｎ４０１Ｖ

Ｎ２０Ｗ

Ｓ

Ｓ１０Ｗ

Ｎ１０Ｅ

Ｗ

Ｓ

Ｎ１０Ｅ

Ｎ３０Ｗ

Ｎ２０Ｅ

Ｎ２()Ｗ

Ｎ１０Ｅ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ１０Ｗ

Ｎ１０Ｅ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

　一

１０

　５

　２

１０

１０

　２

　２

　２

　－

　２

　２

　５

１０

　－

　－

　２

２０

　２

　２

　３

　２

　２

　１

　２

　２

陽

陽

陽

即

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

陽

阻

隔

陽

陽

陽

陽゛

陽

陽

陽

陽

陽

陽

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強
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肉植物のコレングを区分極とする。

　海岸断崖上のヤマナツメ群落は，カラナデシ

コ，ホソミノボロ，シバ，ホソバヒカゲスゲ，

Limoll伍琲s油折ｏ旨c心琲，オトコヨモギ，ヒロ

ハタイリクハギクソウの７種の草本植物を伴

う。ヤマナツメなどの低木屑を欠落する岩場で

は，これらの草本植物をもち，ヒメキリンソウ

を区分種とするヒメキリンソウ群落となる。

　前述したマンシュウアカマツーキタノガリヤ

ス群落，クロマツ群落及びこれらの海岸断崖植

物群落は，ウラジロヒメイワヨモギ，ススキな

どの多年草やアツバブドウなどの蔓性植物13極

でまとまり，いずれも常在度が大きい。このこ

とは，さらに上位単位の存在を意味し，これら

の植物には，その区分種となるものが含まれて

いると考えられる。

ヤマナツメ群落　Zizかjzgsj涵ゐ,2 comm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威海市劉公島

ヒメキリンソウ群落　S�Mm midd四doポiamtm

ｃｏｍｍ．　　　　　　　　　　　　　　威海市劉公島

10

３ａ．ハマヒルガオ群落

　　　Ca砂st収這sold(m�acomminity

　海崖の下辺鄙に生じた生育環境の不安定な岩

錘地で，マンシュウボウフウや一年草のアキノ

ノゲシなどを伴う全植被率の小さいハマヒルガ

オ群落がみられた。この群落は，初期の海崖地

群落で，後述する海岸砂丘のハマヒルガオ群落

　（３ｂ）とはその組成を異にする。

海岸砂丘植物群落

Sand dune Plant Communities

4.ハマゴウ群落

　　vita yohmd面面community

5.チガヤ群落

　　lm畑mta cyl泌d百cαvar. koe這gii commu-

　　nity

　ハマゴウ群落は，砂丘の上辺部や倅浜に発達

する低木群落で，威海市遠流村の海岸で観察し

た。チガヤと結びつくハマゴウーチガヤ群集（宮

脇:1983）も観察されたが，ハマニンニクやコウ

ボウムギと結びつく群落もみられた。山東半島

の砂丘海岸では，ハマゴウ群落の発達は貧弱の

ようである。

６．ハマニンニク群落

　　Ｅｙｍｍ ｍｏⅢscommunity

　威海市の達流村海岸と炳台市の註利西村の海

岸で観察した｡いずれも砂丘の上辺地に群生し，

植被率90％以上を占めて安定した群落をつくっ

ていた。低木のハマゴウやハマヒルガオ，モウ

コスナビキソウを伴うが，特別な植物種との結

ハマニンニク群落　ＲｙｍＭｓｍｏｍｓcomm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　個台市註利西村



びつきはみられない。北海道オホーツク海岸に

みられるハマニンニク帯(中西:1990)と似た成帯

構造を持っている。北海道海岸から北に分布す

るハマハコベーハマニンニク群団(宮脇:1983)を

上位単位とする一群落と考えられる。

７ａ．ヒメムカショモギ群落

　　E百限抑ｎび誹�eれsiscommunity

7 b. ギョウギシバ群落

　　C萍od皿d皿削o筒community

　砂丘後方にみられ，かなり人為が加わった群

落である。オナモミやミヤマチャヒキ，ヨモギ

などを伴う路傍・空き地のヒメムカショモギ群

落と，踏圧他のギョウギシバ群落を観察した。

８．(ギョリュウの一種)群落

　　Tamα1叙αmt和ｍｏｌ擢olicαcommunity

　砂丘の後背地に低木Tαmαyix　altstyomoR-

golica(和名なじギョリュウの一種")を優占種とす

る群落を観察した。低木屑の敏枝率は炳台市の

註利西村海岸で70％，ョモギやエダウチヒジキ

などを伴っており，威海市橋園海岸や南陽県風

城海岸では敏枝率10～20％で疎らに群生し，イ

タチハギやクロマツが植栽され，ギョウギシバ

など人類文化フロラを伴っていた。

(ギョリュウの一種)群落　Tαmαy包αMstyomoMgolicα

comm.　　　　　　　　　　　　　個台市註利西村

９．コウボウムギ群落

　　Cayex kobo竹ｕ垠icommunity

　砂丘多年草群落で，コウボウムギを優占種と

し，ケカモノハシ，ハマニガナの適合度が大き

い。中でも，ケカモノハシの適合度は大きいが，

常にコウボウムギと混生していて，別の群落と

11

Ｂ�旨鏑面Ｂゆ卸じ竃ｗ頌妙鋤細or Co固辞，13(1994)

コウボウムギ群落　Ca粍x kobomMgicomm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海陽県風城

して区分されるほどではなかった。この群落は，

低木のハマゴウを伴うことがあり，コウボウシ

バやモウコスナビキソウの常在度が大きい。そ

れに比しハマボウフウの常在度は小さい。

　山東半島の砂丘の規模は壮大で，個台市の註

利西村海岸や南陽県風城海岸では，コウボウム

ギ群落が砂丘の上辺を帯状に分布し，数キロに

も及んでいる。

10.コオニシバ群落

　　Zoys毎s泌ica con!n!umty

　河口塩湿地や砂丘背後地のやや湿った平地に

みられる多年草群落。コオニシバ(大井:1983)(中

国科学院北京植物研究所:1976)の優勢な群落をつ

くり，ヨシやモウコスナビキソウを伴う。この

群落は，おそらく，ウラギククラスを上位単位

とするナガミノオニシバ群集(宮脇:1983)と同位

の群落であろう。

11.コウボウシバ群落

　　Ca粍x卸ｍ面community

3 b. ハマヒルガオ群落

　　C�yst昭毎sol面ｍｈcommunity

12.オカヒジキ群落

　　S証so旨komayo粧icommunity

　いずれも砂丘の前線群落である。コウボウシ

バ，ハマヒルガオ，オカヒジキは，前線群落を

構成しながらそれぞれ顕著に優占度を大きくす

る場合がみられた｡一年草のオカヒジキ群落は，

コウボウシバ群落とハマヒルガオ群落の外縁部

分の，撹乱される不安定な環境を生育地とする

先駆植物群落である。これらの３群落は，ハマ
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ヒルガオーオカヒジキ群集(宮脇:1983)と同質な　　18.

ものであろう。

13.モウコスナビキソウ群落

　　Messcydmid沁yosmoαy泌面1沁commu-

　　nity

　モウコスナビキソウは，多くの砂丘群落に出

現するが，砂丘植物の生育を欠くような砂地の

禄地を生育地とし，しばしば，砂丘の前線でス

ナジタデを伴って優占度を大きくする。多年草

の先駆植物群落ともみなされる。

　この群落は，韓国済州島から報告されたスナ

ビキソウ群集　Messerschmidiatum sibirica

　（大場・菅原:1979），日本中南部の日本海側疎浜

から報告されたスナビキソウ群落（中西:1984）と

同位のものであろう。

海岸湿地植物群落

Coast marshy Plant Communities

14.コウライヤナギーヨシ群落

　　泌旨koyeemis-Phmgm雨s四sty�iscom-

　　munity

　海岸近くの谷湿地で１測定を得た。コウライ

ヤナギを低木層とし，高さ３ｍ，植被率20％。

草本層はョシを優占種とし，高さ１ｍ，植被率

90％，シナガワハギ，ヤマアワなどを構成種と

する。

15.ョシ群落

　　Pky昭ｍ雨s四sty�iscommunity

　海岸砂丘背後地の湿地群落。ョシの優占度は

大きく，コウキヤガラを伴うが，ョシの純群落

をつくる場合が多い。

16.ヒメガマ群落

　　Tyl)k面面昭asiscommunity

　砂丘の背後湿地や河口の湿地などで観察し

た。周辺地にはョシやチャガヤツリ，ヤマアワ

を伴うこともあるが，中心部はヒメガマの純群

落となる。

17.マンセンビシ（？）群落

　　TI司)α1)seMdo一雨czg（?）community

　砂丘背後地のた急地に，覆い尽くすようにマ

ンセンビシ（？）が純群落をなしていた。岸辺の

周辺部にはコゴメガヤツリなどが疎らに生えて

いる。

リョウトウマツナ群落

S皿�aho伍筒gmsiscommunity

　砂丘下辺や背後地の塩湿地で，海陽県風城海。

岸，個台市央河河口で観察した。一年草の群落

で，多くはョシを伴うが，マツナと混生するこ

とがある。

19.マツナ群落

　　S皿c面固皿ca community

　個台市の央河，漢何の河□でみられた塩湿地

群落で，一年草のマツナが優占種となる群落で

あるが，央河では，一年草アツケシソウの優勢

な群落が観察された。しばしば，ョシ，ドロイ

が構成種となっている。この河口には，あるい

は，アツケシソウの純群落も発達しているのか

も知れない。

20.ホソバアイアシ群落

　　Pkc函拝心a坦坦s可ol伍s community

　干潮時に，個台市央何何ロ一帯にホソバアイ

アシ群落を観察することができた。広い河口の

塩湿地に，草丈0.3～0.6m，群落の直径５～８

ｍのほぼ円柱状の純群落が数十個，幾何学模様

をして分布していた。満潮時にはすべて水面下

になって消えてしまっていた。

ホソバアイアシ群落　ﾌﾆ)hαcdRms a馬脚雨粕1緬s

comm.　　　　　　　　　　　　　　　　個台市央河

中国山東半島東部の海岸植物相（フロラ）

　海岸植生調査の際，シダ植物４科５種，裸子

植物１科２種，被子植物56科269種(変種，品種を

含む)の維管束植物を確認できた。これには，天

運市の調査地を含めてあり，組成表に掲載して

12



いる植物のほかに，調査枠外の植物や組成表に

載せていない海岸調査他のものも加えてある。

その一部には，果実等がなくて鑑定ができにく

いものもあげてある。

　これらの植物を｢中国山東半島東部海岸植物

目録｣としてまとめ，本文の末尾に掲載した。

目録には，中国，日本(九州)での共通種や偏在

種，観察した産地を付記してある。

　フロラには，本本性のものが少なく(全フロラ

の15.9％)，常緑性木本は針葉樹を含めて４種(９

％)，そのほとんどが落葉性木本である。科別に

みると，キク科44種，イネ科42種，マメ科21種，

アカザ科14種，バラ科13種，カヤツリグサ科10

種，ユリ科10種となっていて，草本植物が多い。

　中国山東半島の海岸フロラで九州のフロラと

共通するものは，168種，60.9％で，特に砂丘植

物群落に多くみられた。九州には欠けるが日本

のフ,ロラと共通するものは15種,5.4％。日本の

フロラに欠け，中国等の海岸に偏在するものは

93種，33.7％で，海岸断崖植物群落に多くみら

れた。
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　　ＲＣ（未成市揃山）　ＲＪ（同成山角）　ＲＳ（同

　　　　　蘇家）　ＲＴ（同桃園）

　　ＷＬ（威海市劉公島）ＷＭ（同棉花山）ＷＹ（同

　　　　　遠流村）

　　ＹＣ（個台市近家）　ＹＨ（同漢河）　ＹＪ（同央

　　　　　河）　ＹＳ（同性別西村）ＹＺ（同芝輩島）

　　　　　　　　　　Pteridophyta

　　　　　　　　　　Selaginellaceae

Sd昭治eh yossii WaTbg，

シダ植物

イワヒバ科

　　　　　　　　　　　　　　ハリガネヒバ＊＊　ＤＢ,ＤＳ

Ｓ．ｌｚ２畑,zγ£srl･M,zSpring　イワヒパ　DB

　　　　　　　　Equisetaceae　トクサ科

£(7zj泥lzg別n2謂∂sl‘ssf謂zl謂Desf.

　var.j匈)a㎡as Milde　イヌトクサ　HF

　　　　　　Aspleniaceae　チャセンシダ科

中西弘樹：岩石海岸のカシワ林の植物社会学的研究　　ﾒ1幼な㎡zs2らz,jsz4sThunb.トラノオシダ　YZ

　　植物地理・分類研究　33　N(111～20　1985

中西弘樹：北海道オホーツク海沿岸における海浜植生

　　の成帯構造と地形　植物地理・分類研究　38

　　N0.1　51～60　1990
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　　　　　　Dryopteridaceae　オシダ科

Cy吋om毎ｍｆ�ｃｄＭｍPres1　オニヤブソテツ　ＹＺ
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　　　　　　Spermatophyta　種子植物

　　　　　　Ｇｙｍｎｏｓｐｅｒｍａｅ　裸子植物

　　　　　　　　　Pinaceaeマツ科

｣阿貿z4sぬ2ゐg一一y?㎡sex Carr. マンシュウアカマツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　DS,YC

』1〕.Zj2z｡g＆,S'fParl. クロマツ(植栽)

　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＷＭ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＪ,ＹＺ

　　　　　　Ａｎｇｉｏｓｐｅｒｍａｅ　被子植物

　　　　Ｍｏｎｏｃｏｔｙｌｅｄｏｎｅａｅ　単子葉植物

　　　　　　　　Typhaceae　ガマ科

71ゆ&zjθ別i脚μMsz‘sPers. ヒメガマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　HF,RT,YC,YH

　　　　　Potamogetonaceae　ヒルムシロ科

JR地2別∂ｇ励M g772削一,ggs L.

　var.㎞な･φゐj＆s Fries　エソヒルムシロ＊　RT

　　　　　　　　Gramineae　イネ科

ﾒb･za㎡jM�&z jzf池zTanaka　トダシバ

　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＣ,ＲＳ,ＲＴ,ＷＭ,ＹＣ

＆辺zyza一如z fs油,21?別ｓ別Keng

　　　　　　　　　チョウセンカモノハシガヤ＊＊　ＤＳ

召gsssαzZj2.＆s vahl　イヌムギ(帰化)　ＷＬ

召｡7壹jz,2�sa㎡f Link　ミヤマチャヒキ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＳ,ＲＴ,ＹＣ

＆ｇ｀ｊｚ如･ゐ印細心sEnge】m，　和名なし(帰化)＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ

Ｑ２&２ｔＷｇｓ治郎一心s Roth　ヤマアワ　ＨＦ,ＹＣ

Ｃ．ｓｐ．ノガリヤスの一種＊＊　ＤＢ

Ｃ．ｌｚ４だ2ど2㎡MQzむfz‘Litv. キタノガリヤス＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＳ

Ｃゐ&戻s zj覆zzた2Sw. オヒゲシバ(帰化)　ＨＦ

ＣＩ冶Z昭四,9s一一四szls Keng　オオシナガリヤス＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS

CI冶1昭四gs加励恥崩 P.C. Keng

　　　　　　　　　　　　ホソバガリヤス＊＊　ＨＦ,ＹＺ

Ｇｓゐゆ昭回IQ㎡治Hitchc.

　var･即a･i均一Hand.-Mazz.オガルカヤ　ＤＳ,ＲＣ

Ｑｓ心72必z吻１ﾀ2 Pers.ギョウギシバ　RT,YC

£)zgi&z辿□jj1治Koel.メヒシパ　ＨＦ,ＲＴ,ＹＺ

£油i,切油&],2，77gs一β2箔･Beauv. イヌピエ　HF

　var･か㎡fa&z ohwi　ヒメイヌピエ　YC

gagsii2,り夕�必2 Geartn. オヒシバ　YC

£￥7zs gs2/f㎡j Turcz. コウアンカモジグサ＊＊

一一14

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＳ,ＹＺ

£。９２∂ｌｊ２･ｓＰｎｇｅｒ　ハマニンニク＊　ＩＷＹ,ＹＳ

£唄g附s＆別�だα2zj2･s Steud.ニワホコリ　ＨＦ

ｇｇ。。が｡必s2‘ゐf,1α20hwi　ウシノシッペイ　ＤＳ,ＹＣ

７別βgn2ね2り/fsd｡iα2Beauv.

　var.励a2zgif Pnger　チガヤ　ＨＦ,ＶＶＭ,ＷＬ,ＷＹ

ｊｓ油,zgsg別脚2治郎j2si＆s Miq.

　f.�osta峨y14yylHonda　ケカモノハシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＳ

７．ｚｚ７･ｉｓたz一別L.

　var･ gknlct£?ylＴ．Ｋｏｙａｍａ　カモノハシ　ＨＦ,ＹＨ

瓦Qg＆婬2a心なz一Pers.ミノポロ　IVL

　var･ g加dlli別αKitagawa　ホソミノポロ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　DS,RC,RS,VVLjVY,YZ

Mg&]z2 s㎝ゐﾀﾌJsどzTrin. フサコメガヤ＊＊　WM

M2‘sa212がlgsszllzg72s2･sAnderss. ススキ

　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＶＶＭ,ＸＶＬ,ＹＳ,ＹＺ

ＲＩﾀ2㎡s召細別α&φgz＆J2･＆sSpreng. チカラシパ　ＹＺ

Ｒｚｚ２ａ＆ｓｓａ卯sz凶1＆s Nakai　ホソバアイアシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　YJ

?lznW別fたsαz4sZy�is Trin. ex Steud. ヨシ

　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＳ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＪ,ＹＳ

托励昭回jezz Nees　ヒエガエリ　ＹＣ

Ｓ池2辿z z,i,1‘ぶsBeauv.エノコログサ

　　　　　　　　　　　　　　ＲＳ,ＲＴ,ＶＶＭ,ＩＷＹ,ＹＣ,ＹＺ

　ｖａｒ．μz,汲μぬ2£恥sMakino et Nemoto

　　　　　　　　　　　　　　　　ハマエノコロ　ＲＳ,ＹＣ

Ｓ細面φ昭･]ﾀz sfゐjnas Trin.オオアプラススキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ

ＳＺｚ細畑ゐ一回忌Hanee　ハネガヤ　ＹＺ

刀lg別g&zg4μz㎡az Hack.

　var.amdαtal Keng　和名なし＊＊　RC

T.tyizlldyal Forsk.

　var.jφa㎡a Makino　メガルカヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳ,ＲＣ,ＲＳ,ＷＭ,ＹＺ

乃傾吠回油一回忌Hack.　ネズミシバ＊＊　ＤＳ

Ｚｅｓ必丿郎∂対価2Steud. シパ　ＤＢ,ＤＳｊ¥Ｙ,ＹＺ

Ｚ．別a7加辿2dyz Fr. et Sav. オニシバ　HF

Z.si㎡al Hance コオニシバ　HF,YC,YJ,YS

　　　　　　　Cyperaceae　カヤツリグサ科

C,7,･aゐz,。請s Less.ホソバヒカゲスゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＣ,ＷＭ,ＶＶＹ,ＹＺ



Ｂ�ｌｄ泌of Bゆ佃Ｕ扇wys雨佃竃oy C�晦e，J3(1994)

Ｃ．加ゐ∂｡2昭i ohwi　コウボウムギ　ＨＦ,ＲＴ,ＷＹ,ＹＳ　　Ｓ�,ｘ加,ｗﾀ2js Anders.コウライヤナギ＊　ＹＣ

Ｃ．畑回･1 Thunb.　コウボウシバ　ＨＦ,ＷＹ,ＹＳ　　　　　　　　　　　　　Ｆａｇａｃｅａｅ　ブナ科

Q畑n,sa・・7rz,s Maxim. チャガヤツリ　RT　　　　　C,2s&2szz ・�ljssfsg2 BI. シナグリ＊＊　ＲＣ

Ｃ．ｊ節μ別２･ｓＬ．タマガヤツリ　ＲＴ　　　　　　　　　　　Ｑｓπｓα･］油㎞’sz Carr. クヌギ（植栽）ＷＭ

Ｃ．佃sasL.クロガヤツリ　ＲＴ　　　　　　　　　　　　Ｑ．ぬ㎡dz Thunb. カシワ　Ｄ政’ＤＳ

C.i?ia Ｌ． コゴメガヤツリ　HF,RS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ujmaceae　ニレ科

Ｃ．，一z｡㎡z4s L.ハマスゲ　RT　　　　　　　　　　　　　C,2ゆj,ss Zz,yr2α㎡1切胴‘jHance　イワシデ　1¥M

＆｀fゆｓ力&z㎡alsis Fr. Schm.　コウキヤガラ　　　　　asss加万両11 Jacq.アキニレ　RS,YC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RS,RT　　　　　　　　　　　Moraceae　クワ科

S.1,11卯一｡･Ｌ．サンカクイＲＴ　　　　　　　　　　　　召gz,ss･り,�1z加齢唯一2 vent. カジノキ　DS

　　　　　　Commelinaceae　ツユクサ科　　　　　　　　C,2･azゐls s油･ｓ Ｌ． アサ（帰化？）＊＊　ＨＦ

ａ・別請ﾀzどzc･∂別別皿fs L. ツユクサ　ＨＦ,ＲＴ　　　　　　Ｃ�ｎ２㎡αｚ汝g幼iゐzz2 Bureau ex Lavan.

　　　　　　　　Juncaceae　イグサ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハリグワ＊＊　ＹＣ

Jsitas gylza･Zli別z4sv. Krecz.et Gontsch.　　　　　　　j7z4別�z4ssど7どzj2＆,2s Merrm　カナムグラ　ＲＴ,ＹＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　ドロイ（帰化）　RS,YJ　　μQn4s ??IQ22即lja Schneid. モウコグワ＊＊　DB,DS

　　　　　　　　　Liliaceae　ユリ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　Polygonaceae　タデ科

ﾒ11jllz四則,2m］池?9回覧Bunge　チョウセンノピル＊＊　　　角6聊皿別ｍ?ｄ∂一別一zzs Makino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YZ　　　var.画一,2θa2ゆz4s Kitamura　ホソバイヌタデ　ＨＦ

ﾒ1.1.�ssf・z,別 L.チゴラッキョウ＊＊ＤＢ,ＤＳ,ＲＳ　　ｊ〕。ルsa－o&yeah4ml Komarov　ミチヤナギ　ＹＣ

ﾒ1.1z,＆加sz,・Rottl.ex Spreng.ニラ　DS　　　　　　？.j一匹iz｡,z Meisn. シロバナサクラタデ　RS

yl幼ay22gz4s£■z4nEz4sFisch.ex Link　　　　　　　　　　一月如�垣／Ｗｆｓｓ Ｌ．オオイヌタデ　ＲＴ

　　　　　　トウキジカクシ＊＊　DS,HF,WL,YJ,YS　　　var.sd41aj92 Sibthorp.

/1.減収al回as Maxim.　タマポウキ　ＲＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラジロサナエタデ　ＨＦ

ﾒl.s油｡＆,面z･＆s Kunth　キジカクシ　RC　　　　　　　　P.1)gysica7ia L.ハルタデ　RT

CQ,zazl&zyM加ls加f Miq. スズラン　ＲＣ　　　　　　　　？．ｓｚ‘ゐ函ａ｡，Ｌａｘｍ．スナジタデ＊＊　ＲＴ,ＹＳ

月り,。｡。ａ／＆，㎡｡θ･Ｍｍ．ホソバキスゲ＊＊　　　　　　ji!z｡,la，2.z,尨,zsis Fr. Schmidt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS,RC,WY,YZ　　　　　　　　　　　　　　アムールギシギシ＊＊　ＨＦ

Ｒ珀-｡,2α＆。。ゐ,㎡･・Druｒ｀ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ．１鈍ayi11isz,sL.ハマギシギシ＊　ＲＳ,ＹＣ

　ｖａｒ．μｚ伺両ｓｓｏｈｗｉ　アマドコロ　DC　　　　　　　　　　　　　　Chenopodiaceae　アカザ科

＆ias�仙･＆s Druce　ツルポ　　　　　　　　　　　j4Z吻ｌａｇｓ一㎡ｆＣ．Ａ．Ｍｅｙ。

　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＴ.￥1Ｌ,ＶＶＹ,ＹＺ　　　　　　　　　　　　　　　　　ホソバノハマアカザ　HF

　　　　　　Dioscoreaceae　ヤマノイモ科　　　　　　　　C＆ｓ畑jz‘nlαasfslzal WHld. マルバアカザ

刀必s£∂sαゐα&2ね2sDecne. ナガイモ　ＹＺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＶＶＬ,ＹＺ

刀。９,Ｅ辺j,s Mjq. タチドコロ　ＲＣ　　　　　　　　　　Ｃ．�ゐz｡,2 L. シロザ（帰化？）　YC

　　　　　　　　　Iridaceae　アヤメ科　　　　　　　　　　　　ssp.amaranticolor Coste et Reynier　アカザ　ＲＴ

Ｍｓ面･池J・gz Pa11. ヒオウギモドキ＊＊　　　　　　　　Ｃ．ぶａａ。Ｌ．ウラジロアカザ（帰化？）　ＨＦ

　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＲＳ,ＷＭ,ＷＹ,ＹＺ　　Ｃ．辿｡z如恥/lz,。Koidzumi　ホソバアカザ

　　　　　　　　Zosteraceae　アマモ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＴ,ＷＬ,ＹＣ,ＹＺ

ＺＱｓ加zza2yyis L.　アマモ　ＷＬ,ＹＪ　　　　　　　　　　Ｃ｡ｎｓ知nlz4別/?assgs Wang-wei et Fuh ？

　　　　　Dicotyledoneae　双子葉植物　　　　　　　　　　　　　　　　エダウチヒジキ＊＊　HF,YJ

　　　　　　　　Salicaceae　ヤナギ科　　　　　　　　　　瓦alziかz�s&z Schrad.　イトバホウキギ＊＊　ＨＦ

Ｒぱ）s＆s�&2 L.ギンドロ（逸出？）　YZ　　　　　　　瓦．ｓａ畑地2 Schrad. ホウキギ　ＷＬ,ＹＣ
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Sαなりａｉａｇ釦ａｚ Ｌ．アツケシソウ＊　YH　　　　　　　var. 細面liz4別 Maxim.オオバキリンソウ＊＊DS

＆ls必2加ミzs�njin　オカヒジキＨＦ,ＲＴ,ＷＹ,ＹＪ　　Ｓ．別ｉｊぬ72ゐﾌｶﾞi,2ﾀ9z4別 Maxim. ヒ メキリンソウ＊＊

Ss�,2g&zz,a Bunge　マツナ＊　ＨＦ,ＲＳ,ＹＨ,ＹＪ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳ,ＲＳ,ＷＹ,ＹＺ

Ｓ．＆ｚ∂Ｚｚ４,Ｗ召,2s2‘sKitagawa　リョウトウマツナ＊＊　　　　Ｓ．かgゆ･szgs Schult.ムラサキベンケイソウ　YZ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HF,YJ　　　　　　　　Saxifragaceae　ュキノシタ科

S.naaf･2z lljin　ハリヒジキ＊＊　ＹＣ　　　　　　　　　刀ａ!辿２ｚ,ｕ直向yz2 Bunge　ウラジロウメウツギ

　　　　　　　Amaranthaceae　ヒユ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　ＤＢ

ﾒls2yz2㎡jzss畑Zz4＆s Bertol.　ホソアオゲイトウ(帰化)　7).k皿ta Koehne　ウメウツギ＊　RC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RS,YC　　　　　　　　　　　Rosaceae　バラ科

　　　　　　Caryophyllaceae　ナデシコ科　　　　　　　　ﾒ1gnsa&z函旨αLedeb.

7)1,21ﾒzz,sj,f,2as2｀sL.カラナデシコ＊＊　　　　　　　　var.，。lz4,�面＆ｚ ＬｊｏｕｅｔＣ．Ｙ．Ｌｉ

　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＷＬ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＭ,ＹＺ　　　　　　　　　マルバシペリアキンミズヒキ＊＊　ＤＢ

Ｇ幼ｇ一読ｚ�ａαｓｉｓ Ｍｉｑ． イワコゴメナデシコ　　　　乃迦,21必Ｈ面'。s,･s Ser. カワラサイコ

　　　　　　　　　　　＊＊　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＲＳ,ＷＭ,ＹＺ　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ,ＹＺ

ＳＩ‘／ｇｓｚゆas Patt. カラフトマンテマ●　　　　　　　　Ｐ．佃聊z･ioid。 Ｌ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＷＬ,ＹＺ　　　ｖａｒ．別,16γMaxim.キジムシロ　ＲＳ

　　　　　　Ｒａｎｕｎｃｕｌａｃｅａｅ　キンポウゲ科　　　　　　　？．ｓｚφ２｀ａＬ．オオキジムシロ＊＊　ＷＬ

Clemat111｀sha呻etala Pan. イトクサボタン＊＊　　　　　　？n4sz4s&zzjl‘j2‘ど2M,2 Franch. ノモモ＊＊　YC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS,RC　　？jzza㎡j2･s Bunge　コニワウメ　YC

FM＆zljl&2£みfsgMsfs Rege1　ヒロハオキナグサ＊＊　　　　？｡1∂別g貿Z∂sαThunb.ュスラウメ＊＊　DB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS,RC,YZ　　？｡1.ilθ&z Lindl. コオヒョウモモ＊＊　YZ

F.ly-Ezαgls一･ Kryl. et Serg.　　　　　　　　　　　　j7.2n4ga2 Thunb. ハマナス＊　RJ

　　　　　　　　　　　　　　ホソバオキナグサ＊＊　DB　　jizjゐz4s加7面削2･RSI L.ナワシロイチゴ　ＲＳ,ＷＭ

£α夕2zj習ど�z4ss2･＆y面11‘別別L5V.　　　　　　　　　　　　SαjWzjsθΓ&z政７ｉｄｌｚａ Ｌ．ワレモコウ

　var･ g&2＆･Tamura　キツネノポタン　ＨＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ,ＹＺ

７７１α&ｺﾞyzj別別2･ｎａＳL.　　　　　　　　　　　　　　　　　var.ほ面面 Liou et C. Y.Li

　var.柘如ｊａａｓ Ｍｉｑ．アキカラマツ　ＤＢ,ＲＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒロハワレモコウ＊＊　RC

　　　　　　Menispermaceae　ツヅラフジ科　　　　　　　＆,仙s必1面＆2K.Koch　アズキナシ　ＲＣ

Cocct4114soγbi㎝latttsDC. アオツヅラフジ　　　　　　　　　　　　　　　　Leguminosae　マメ科

ＲＣ,ＲＳ,ＹＺ　　／１６一一θsg貿召jj�2｀αzL. クサネム　ＨＦ,ＹＨ

　　　　　　　　　ﾒUゐ11z1どz＆∂畑Prain.オオバネムノキ　　　　　　　　Cruciferae　アブラナ科

C如sjl,2ゐzg7･sα-βαsZayisMedik.ナズナ　ＲＴ

£砂石■ｚ,ｓ昴一2＆,gVVilld.

　　　　　マメグンパイナズナ（帰化？）　ＨＦ,ＷＭ,ＹＣ

�･,顛細面ゐ・ Hara　ミチパタガラシ　ＲＳ

召．がゐ,っs,zHayek　タマイヌガラシ＊＊　ＹＨ

刄.fs&2Mぷα2Borbas　スカシタゴポウ　HF

　　　　　　Crassulaceae　ベンケイソウ科

Q7?Jsなzr恥sj謂ゐyl･αZzgsA. Berger

　　　　　　　　　　　　　　　エダウチレング＊＊　ＤＳ

Ｑ．用一gas A. Berger

S,�z4用心zl]∂ﾀIL.

コレング＊＊　ＹＺ,ＷＹ

Ａｍｏ呻ｋ斤爾鉛osαL

Cass鉛mimosoidesL

ＲＣ,ＲＳ,ＷＬ,ＷＭ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＺ

　イタチハギ　ＲＴ,ＷＹ,ＹＣ

　var. 7zQ別･2別gMakjno　カワラケツメイ　ＤＳ,ＨＦ

Ｇ&;,‘７Ｍｓの',2Sieb. et Zucc. ツルマメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＳ,ＹＣ,ＹＺ

佃丿緬汲712厄7･ふ一f Maxim. ex Palibjn

　　　　　　チョウセンニワフジ　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ,ＷＹ

瓦脚99胴,?阿za2 slかな&2raz Makino　マルバヤハズソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＴ

£�恥。sj一回ｆａｓ Ｗｍｄ．ハマエンドウ　　ＲＴ,ＷＹ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BaU凶･sQ/疫β畑rｶ幽gs治7z･㎡QrG辺･黎，j.9μ泗刃

む幼�az政｀訪Jy Turcz.　ヤマハギ　　　　　　　　　　　　　　　　　Rhamnaceae　クロウメモドキ科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ　　ｊｉりｚａｇｓ;加ｎ･両＆z Bunge　イワクロウメモドキ＊＊

１．画四yia Schindl.オオバメドハギ＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＣ,ＷＭ

　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＳ,ＷＬ,ＷＭ,ＷＹ,ＹＺ　　Ｚｌ吻ｈｓｊ･岬z＆2 Min. ヤマナツメ＊＊

１．ｊ回ごa Pers.　シベリアメド゛ギ＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首Ｓ,ＲＣ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＺ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＷＭ,ＷＹ　　　　　　　　　　ｖｉｔａｃｅａｅ　ブドウ科

　var.･'･sc｀&謂必２Ｍａｘｉｍ．カラメドハギ＊＊　　　　　　/1,噸＆功s2‘sゐ,wzβ�z創rzg&2ぬ2 Trautv｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS,RT　　　var.ん2,E｡i Rehd. テリハノブドウ＊　ＲＪ

Ｉ．如回㎡asz2 Sieb.　イヌハギ　ＤＢ,ＤＳ　　　　　　　　／１．船。�両＆2 Bunge　アツバノプドウ＊＊

£。一領2&2 DC. マキエハギ　ＹＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＫＺ,ＲＣ,ＷＭ

肘一‘IQlz,s心,zた2かzPerson　　　　　　　　　　　　　　　　　乃認油a2Q,‘ssMs Z池]g幼2･datalPlanch. ツタ

　var.sibiyical0.E.Schulz　モウコエピラハギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DS,WL,YZ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　DS　　　　　　　　　　Tiliaceae　シナノキ科

μ．sltatjeolals Ledeb. シナガワハギ　ＹＣ　　　　　　　Ｇｇｓ‘αゐaa&zG.Don

/?&2s印＆s心細&szむI Kitagawa　ヒメヤエナリ＊＊ var.加ｎ冶?n2 Hand.-Mazz.エノキウツギ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＳ,ＹＣ

拓っゐf�αかａ画一αａｚ＆２Ｌ．　ニセアカシアDB,YC,YS　　　　　　　　Guttiferae　オトギリソウ科

S一如四万αzjgs£｀g72sSoland ex A. Gray　クララ　　　　　坊徊汝nu211az�zs Choisy　シナオトギリ＊　ＷＭ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＳ,ＷＭ,ＷＬ,ＹＣ　　　　　　　　Ｔａｍａｒｉｃａｃｅａｅ　ギョリュウ科

yl‘む1･αaljlQg71どzFisch.ex Seringe　ツルフジバカマDS　　7i。g&。泊9,za,W涌･ａ２ Ｎａｋａｉ　和名なし＊＊

ｙ．回海部Ａ． Ｂｒ．　ナンテン゛ギ　ＤＳ,ＹＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＴ,ＹＺ

　　　　　　　Ｏｘａｌｉｄａｃｅａｅ　カタバミ科　　　　　　　　　　　　　　　Thymelaeaceae　ジンチョウゲ科

aχdsa],一㎝&2ぬ２ Ｌ．カタバミ　RS　　　　　　　　　SI�なy?2油,2.α�砂船,?Ｌ．クサナニワズ＊＊　YC

　　　　　　Zygophyllaceae　ハマピシ科　　　　　　　　　　　　　　　　Elaeagnaceae　グミ科

77ｧ1‘ゐ�z4sね?η7slyfsL.ハマピシ　ＨＦ,ＹＳ　　　　　　　　£&ｚａＷ･-s z4〃2ゐ･21&z&zThunb. アキグミ　DS,YC

　　　　　　　　　Rutaceae　ミカン科　　　　　　　　　　　　　　　　　Oenotheraceae　アカバナ科

£回心z画,一泊‘,‘Hemsl.イヌゴシュ＊＊　DB　　　　　Q｡,z�jz。2ゐ必2削･ｓ Ｌ． メマツヨイグサ(帰化)

Z2㎡如乃･＆ss油一両/fz4s Sieb. et Zucc.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RT,WM

　　　　　　　　　　　　　　　イヌザンショウ　ＤＢ,ＤＳ　　乃匈･2畑回心一一f,2ご＆z Makino?　マンセンピシ？＊＊

ﾒh‘&z�jzzjs�画si細,2Swingle　ニワウルシ　WM,YC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RS

　　　　　　Euphorbiaceae　トウダイグサ科　　　　　　　　　　　　　Haloragaceae　アリノトウグサ科

£zφ如咄･a szゐＬ．　タイリクハギクソウ＊＊　　　　　　　双y4功ゐj/zazzjsss?ig71sgMaxim.タチモ　ＲＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＷＭ,ＹＣ　　　　　　　　　Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　セリ科

　var.一面1■ Ledeb. ヒロハタイリクハギクソウ　　　召噸/回。｡2α,Wz�iss2･。z,。Kitagawa

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　WL,YC,YJ,YZ　　　　　　　　　ホソバミシマサイコ＊＊　DB,DS,WM

　　　　　　　Celastraceae　ニシキギ科　　　　　　　　　GI一62 1f尚nz＆Fr.Schm.ex Mjq.

Celastrus orbiculatus Thunb. ツルウメモドキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマボウフウ　ＨＦ

DB,DS，RCjVM　　7j&zMQ111゛s ses辿)i&slTurcz

EzgMv別名4sa&2＆s L.

　var.ssゐlyが7θngsMakino　コマユミ　ＲＣ

瓦.11�s油り一心s Loes.サントウマサキ＊＊　ＤＳ

マンシュウボウフウ

　　　＊＊　ＤＢ,ＤＳ,ＷＭ

　　　　　　　　　Ericaceae　ツツジ科

五!&辺Q＆?ﾀ2jm12別za7阿鯉z必2＆謂Turcz.

　　　　　　　　　　　　　　カラムラサキツツジ　ＤＳ．ＲＣ
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　　　　　　Primujaceae　サクラソウ科　　　　　　　　　　ナンマンジャコウソウ＊＊　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ,ＹＺ

句s2･｀yyMzail･α＆り辿z油ysBunge　ノジトラノオ＊　　　　　　　　　　　　　Solanaceae　ナス科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IVM,YZ　　£yfzg脚一一四部Mi11.クコ　ＹＺ

Ｉ．ｄ�回丿＆s Duby　オカトラノオ　DS,RC　　　　　　　　　　　　Scrophulariaceae　ゴマノハグサ科

１．加1債2μ12&z Bunge　バイカトラノオ＊＊　ＤＢ　　　　Ｗｇ,２必zl必2咳/1ﾌ11 Pall. ex Link

　　　　　　Plumbaginceae　イソマツ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホソバヒメトラノオ　ＤＢ,ＲＣ

むｓａ９２１ｚ４脚，ｓ２･ｓｓｇ０．Ｋ．タイワンハマサジ＊＊HF　　　　　　　　Phrymaceac　ハエドクソウ科

£.sz4ゐ調‘a&2,7,飛脚０．Ｚ．ＨａｎｅｔＳ．Ｄ．Ｚｈａｏ　　　　　　　？みり。,zjゆZ∂s必£恥αＬ。

　　　　　　　　　　　　　　　和名なし＊＊　ＷＬ,ＷＹ　　　ｖａｒ．，屁丿斯涵&2 Honda

　　　　　　Asclepiadaceae　ガガイモ科　　　　　　　　　　　f.a遥21fa Hara　ハェドクソウ　ＤＢ

Ｑｓｚａ｀Ａｚｓ□汲ilds＆Tsiang et Zhang　　　　　　　　　　　　　　Plantaginaceae　オオバコ科

　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメイケマ＊＊　HF　　?1z㎡Qya as2�2･αzL. オオバコ　ＹＺ

Ｃ．加7zz･ごz,&21z,sKitagwa　スズサイコ　ＤＳ,ＲＣ　　　　　？．ｂｇ。&２１αＬ．ヘラオオバコ（帰化）　ＲＪ

Ｃ．ｌｊｓｉｆ＆sK. Schum.ヤナギカモメヅル＊＊HF　　　　　　　　　　Rubiaceae　アカネ科

Ｃ．ａ治,っrQ/∂。Bunge　アオバナカモメヅル＊＊　WM　　Ggzlfz,。zﾉ,２．。Ｌ．

μ,2匈り1,�sj昴∂㎡α2Makino　ガガイモ　ＨＦ,ＶＶＹ,ＹＣ　　　ｖａｒ．&２ｄａｊｓ Ｍａｘｊｍ．チョウセンカワラマツバ

政治涵asゆfzal Bunge　クロバナカズラ＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　ＤＳ,ＷＭ,ＷＹ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＹＣ　　ｊｉ?ｚｇゐ１ａ７煩泗2･g2 L.

　　　　　　Convolvulaceae　ヒルガオ科　　　　　　　　　var.抑�as2･s Maxim. クルマバアカネ

C以ysZ曜・.sQﾑ1,2.Z&2 Roem. et Schult.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DB,DS,RS,WL,WM.YC,YZ

　　　　　　　　ハマヒルガオ　HF,RT,WY,YC,YZ　　　　　　　　Caprifoliac白ae　スイカズラ科

a。sja＆sa。asfs L.セイヨウヒルガオ（帰化）　　　la㎡a77り昴回ja Thunb. スイカズラ　ＤＳ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＬ,ＹＣ　　１４な涵涵鳶戻ゐＡ．ＤＣ．カラタニウツギ　DS,RC

Cz,sa,ぬ2，jz‘yza治Ｌａｍ．ハマネナシカズラ　IIF　　　　　　　　　　valerianaceae　オミナエシ科

　　　　　　Boragjnaceae　ムラサキ科　　　　　　　　　乃21y一１ｓａゐfQsα,φっ&2 Fisch. ex Trev.

Mgss,り?哨謂ij2｀αms脚Qα7i爾/?ﾌ1必Willd.ex R. et S.　　　　　　　　　　　　　オミナェシ　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ

　モウコスナピキソウ＊＊　ＨＦ,ＲＴ,ＷＬ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＳ　　　　　　　　ＣａｍｐａｒｌＵｌａｃｅａｅ　キキョウ科

　　　　　　verbenaceae　クマツヅラ科　　　　　　　　j4一回μan2加吊2sljzαNakai

WZas卯ｓ画Ｌ．　　　　　　　　　　　　　　　　　ｖａｒ･ ｇ&ｚゐ治･α佃Kitagawa　フウリンハナシャジン

　ｖａｒ．ｊｚｄ召,7φ;zμ&zRehd. クサニンジンボク＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　ＤＳ,ＲＣ,ＷＬ,ＷＭ,ＹＺ

YC　　/1.Zn2ε尨＆)i＆s Maxim. アツバソバナ＊＊　ＫＺ

　　　　？&2印ａふﾀり限2sj凶／ｓｓ ＤＣ．キキョウ　DS,RC

　　　　　　　　　　　　Compositae　キク科

　　　　ﾒ1uμ一‘sゐａａｄｆｆ Ｍａｘｉｍ．和名なし＊＊　RC

　　　　yl吻用2･s&い2m2z&ｚ Ｌ． ホソ八ニンジン　ＨＦ,ＷＬ,ＹＨ

1/｡，。Zz｡�凶＆ｚＬ．ハマゴウ　WY

　　　　　　　　　Labiatae　シソ科

ａｆｓ加ぷz,。油z･,2as。0.K.

　ssp･ g7t副直両四別Hara　マンシュウクルマバナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　DB

7s�回らz/7gas Kudo　ヤマハッカ　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＭ

&画必μ函心Ｒ．Ｂｒ．ミソコウジュ　YH

Sr㎡,2＆2一2ゐ㎡a2＆12sl'sGeorgi　オウゴン＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＨＦ,ＲＪ

Ｓ．ｓ訥訥･/laszzHemsl. ナミキソウ

7｀妙用z4sQ�唄7誂?aJ辿21zzsCelakov.

ＨＦ
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ﾒ1.aφjl&2,1‘sThunb. カワラョモギ

　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＤＳ,ＲＣ,ＷＬ,ＷＹ,ＹＳ,ＹＺ

／１．。一項Q必2Bunge　ナンマンオトコョモギ＊＊

　　　　　　　　　　　　　ＲＣ,ＷＬ,ＷＭ.WＹ,ＹＣ,ＹＺ

／１．ｊ必辰Lilv.et vant. ヒメョモギ　ＷＭ,ＷＹ

ﾒ1.f,�必2 VVil】d.？　ニショモギ？　ＷＹ

ﾒ1.j幼ａ仙2 Thunb.オトコョモギ　ＫＺ,ＷＹ



BM11一|1sがｊゆ畑６幽gs･･砂海㎡ω･a/lgg，j.9μ剱4J

/1.か1･ylcゆs Pampan.　ョモギ　ＨＦ,ＲＳ,ＲＴ,ＷＹ,ＹＣ　　ｊｊｄ,?,７功一知sゐjsがjz,s Less.ヤマジノギク

んsg。。。Ledeb.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HF,RJ,RS,WL

　f.1｀,m2MαR.ling　ウラジロヒメイワョモギ　　　　　　フ｡zj&2ゐ,11かzs,ula2 L｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　YC,YZ　　　f.sz,ゐ&z,2,2&2 Kitagawa　ウスゲカラフトオグルマ

ｊ．ｓごφα,■zVVa】dst.etKitaib.ハマヨモギＲＣ,ＲＴ　　　　　　　　　　　　　　＊＊　ｆ５Ｓ,ＨＦ,ＷＹ,ＹＣ,ＹＺ

ｊｓ＆rQμ?azlQz･dgsTurcz.　シベリアノコンギク＊＊　　　　7.s�2‘dsz L｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DB,DS　　　var.as必f必2 Kitamura　カセンソウ　ＤＢ,ＤＳ,ＩＷＭ

ﾒ1.1吻涌'･ｚ４ｓ Ｌ．ウラギク　RT　　　　　　　　　　7a,ls a,･,z召習sisNakai　タカサゴソウ　VVM,YZ

/11,a力赤心s&2M㎝2 DC. シナオケラ＊＊　ＤＢ　　　　　７．。ゆａｓ Ａ．Ｇｒａｙ　ハマニガナ　ＨＦ,ＷＬ,ＹＣ

ａ･心,2sゐかみ２ｕ&２Ｌ．　コバノセンダングサ　Ｙｚ　　　　　瓦一‘,。治，',21呪,がヮa Turez.ホソバョメナ

召｡/沁72ゐsgz L.　アメリカセンダングサ(帰化)ＲＳ　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＲＣ,ＲＳ,ＷＬ,ＷＭ,ＷＹ

召。加ｎ･が7･m･ Willd. ホソバノセンダングサ　ＤＢ　　　　Ｉαｄｚ,ａｆ,�２‘ａ２Ｌ． アキノノゲシ

Cαゆgs一s£･gy?2z4MがＩＬ．コヤプタバコ　DB,VVM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RC,RS,VVL,VVY,YC

Cj2りsgz,21ゐ,sz,・ゐQs㎡，Makjno　アワコガネギク　　　　£㎡ゐ㎡Zz・α貿zz鯉dy2gz Nakai　センポンヤリ

　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳ,ＲＣ,ＲＪ,ＷＹ,ＹＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢ,ＲＣ,ＷＭ

Ｃ．ｆ,�,‘ａ・Ｌ．ハマカンギク　ＲＣ,ＷＭ　　　　　　　Picyil･ｓゐ197zzd∂j心s L.

C.zz2zazぬゐil･ Herbich　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ssp. ゐz,gn･αzKitamura　コウアンコウソリナ＊＊

　var.&21fjQゐz,。Kitamura　チョウセンノギク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＷＹ,ＹＣ

ＤＢ,ＹＺ　　Ｓａｓｓｚ,詑g2∂ゐ,出1ゆisSch.－Bip

a7･sl‘g・・a2aijMaxim. カラノアザミ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HF,VVM,YC　　Sα)y2QMg?72�ゐ&αzjfsBunge

C.s曜dz4削Bunge　アレチアザミ＊　ＨＦｊＶＭ,ＹＣ

＆みzljlφs&21凶asTausch.オクルリヒゴタイ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＣ,ＷＭ,ＷＹ,ＹＺ

£ﾀ可ｍｓ．ａｊｚｕｓＬ．　ヒメジョオン（帰化）　ＲＴ,ＹＣ

£．&２ｓ,･１,�ｓＬ．アレチノギク（帰化）　ＹＨ

£．ａｚｓ＆ｓｊｓＬ． ヒメムカシヨモギ（帰化）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＴ,ＹＣ

£ｚφｚ２１∂ｎ‘ｇ謂一一四ｇＬ．

　ｖａｒ．司功Qs211凶1細別Murata et H. Koyama

キクバヒゴタイ

　　＊＊ＤＢ,ＤＳ,ＹＺ

ヤナギババラモンジン

　　＊＊　ＷＭ,ＷＹ,ＹＣ

Ｓ．ｎφsd112ﾀlg2 Lipschitz et Kraschen

　　　　　　　　　　　　　　　コバラモンジン＊＊　ＹＺ

Ｓの2az,s∂な,7z,7as L.ハルノノゲシ　VVL

硲回2‘旨&2g凹面/12 Maxim. コヤブレガサ＊＊　ＤＢ

Ｘどz�み2･z4聊αZnmzz2nlzmzL. オナモミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＦ,ＲＴｊＶＹ,ＹＳ

ｙｊｚ４,ｗ・×か㎡2'iBabe. et Stebb.和名なし ＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＳ

ヒヨドリバナ　ＲＣ,ＹＺ　　ｙ．ｓ回油面/1 Maxim.イヌヤクシソウ ＊＊

£．治�lgμz12況謂ＤＣ．サワヒョドリ　ＤＳ
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ヤマナツメ　Zizφhs面面aMi11.　　個台市近家　　　ヒメキリンソウ　S仙4m面ddado涌皿um Maxim.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄成市成山角

ハマサジの一種　Limo竹垣msμb粧olαcet4m０．Ｚ．Ｈａｎ　　　フウリンハナシャジン　Ad四〇油om帥叫ｍ山a

ｅｔＳ．Ｄ．Ｚｈａｏ　　　　　　　　　　　　威海市劉公島　　　Nakaivar.峠zゐ汝α似Kitagawa　　炳台市芝翠島

タイリクハギクソウ　E痢)hoyわ毎es�a Ｌ．　　　　　　　スナジタデ　PolMoilum si･biyicMm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　威海市帽花山

Laxm.

　炳台市性別西村

モウコスナピキソウ　ルたssgydl謂辺2｀zzyりs夕鯉∂αj面面1&z　　　アツケシソウ　S･2な｀aai a79涵２ａ Ｌ．　畑台市決河

Ｗｍｄ．　　　　　　　　　　　　　　　　栄成市橋園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20………
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